
`̀化学感覚"(1972)

4) ユホソザルとカニクイザルの寒冷に対する生理的反

応

大沢 済 ･萱倉尋実 ･岡田守彦

日片文夫 ･原 文江

第17回プ1)マーチス研究会 (1973)

5) サルおよびヒトの huntingreactionに対する theo･

rcticalapproach

大沢 済 ･日片文夫

卯17回プt)マ-テス研究会 (1973)

幸島野外研究施設

河 合 雅 雄 (栄)

串血雅称 こ関する閲歴は,6月の市議会で売却案が否

決され,一応表面上は小康なえた.しかし,地元の観光

Pn苑の蚊は弧 く,この間題は依然として残っている.普

た,米仏する観光客が多く,しばしは研究上支障を来た

し.研兜条件の確保は,ますます四秒 こな りつつある｡

7jlの白帆によって,干潮時に島と対岸をつな(･砂州

がきれ 鮎が探 くなった｡-ォォ トマ1)の浜に大きく唯釈

していた砂も少なくな り,満潮時にはコイカダまで海水

がおよぷようになった｡しかし,まだコイカダ岩は埋ま

ったままである｡

今咋政研兜施設な利用した 研究者 および学生は,延

407名である｡

那 れ の 現 状

1)一〆-のセムツとノミの地位は安定しており,群れ

はよくまとまっている｡かつてヒトリザルだったエイ,

ナべは完全に郡れのメソ':-になっている.

197241:･3月31日現在の群れ桝成 (ソ1)ク1)-を含む)

1951年iL(81),'53(81),'54(81),'55(92),'56(81,

92),'57(81,93),'59(93),'60(81,91),'61(91),

'62(81,91),'63(91),'65(82,93),'66(85,96),

'67(85, 97),'68(85,95),'69(810,98),'70(84,

99),'71(87,92),'72(83,91)計105頭(848,957)
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フ
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死 亡

個 体 名 年令 性 死亡年月

エノキ

オ ゴ

キワダ

ネ ズ

フタバ

スズメ

ネズミ

16才 9 1972年8月

1 8 //
// // /̂
// ? //
J> // //
// 8 //9月

// // /y

フジのべど- 0.5 /y /y12月

オナガ 1.5 〃 1973年 2月

/{ラハタ 1 一ク //

1-1.5才のコドその死亡がめだつ｡ 理由は不明であ

るが,人為による疑いも濃厚である｡

研 究 概 要

1) 生態学的研究

河合雅雄 ･三戸サツユ l)･山口起嗣2)

冠地雷土男3)

前年度からの継銃で,出生,死t,成E{,出超M,性

交期等,ポビュレ～シ まソの動態に関する研死な行なっ

たoまた,体誼測定,自然食物 t)ストの作恕な行な19'て

いる｡

2) 社会学的研究

河合雅雄 ･三戸サツヱ ･萩 樹 t

昨年に引き絞き,社会変動の継続祝祭を行なった｡と

くに,リーダーステータスの確立過程,ヒトリザル化

ヒト1)ザルと群れの関係について dataをLJ5めた0

3) 本施設を利用して研究を行なった所員は,森的代 ･

江原昭善 ･大沢秀行 (部門の項参照). 共同利用研

究員は,香原志勢 ･森明雄 ･岩本俊孝 ･萩野和彦 ･

木村光伸 (共同利用研究の項参照)である｡

サル類保健飼育管理施設

岩本光雄(派)･千葉敏郎

萱食尋突･松林消明

昭和47年度の木施設 (略称 :サル施設)に関する動向

としては,建設終了のサル施設棟等の任用の開始と研究

1)教務補佐員

2)文部技官

3)文部技官
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mサルの一般的保健飼1f竹理 ･枚疫Uも給の安定化の推進

があげられる｡別に研究所として.サル刑黙約コロニー

の必要性と桝.W.についての検討が進められたが.リi行計
弼な'J王定するまでには至らなかった｡

人貝rQ動としては,m称17fr14jl1日づけで)LLホ光蛾

が久仲田軌 こ代り施設技に 新任 (任期 2年間). また,

文部,'17よりの定員糊認可により同年8月16日づけにて才

田帝大技官,昭和48LF･2Fll口づけにて･T･恭敏郎助教授

がそれぞれ･Jl･任したほか,サル飼料調性範係取貝に交代

があった.なお,11illF･皮にひきつづき,非'Ftf.'勤才tLT師な岐

I;L大学凸'-72:瓢井上附 や土に快爪し.柄理'-tI':関係両の助力

なうろことができた｡

姐設終了の施設桃符 (施設帆 検疫&,放飢切;前年

成年･和む参照)への移転ないしその位m開始は.47年9

鰐1衣 47年度保有サル変動状況

死 亡
出 産 突放殺

購入 寄 付 事故 腸炎 肺炎 結核寄生虫症袋弱

〔原 鋲 研〕

ス p - P 1) ス

オ オ ガ ラ コ 5

〔新世界ザル〕

ヨ ザ ル 5

コ モ ソ I)ス ザ ル 1(∫

ノドジロオマキザル

ア サ オ マ キ ザ ル

チ>りペイクモザル

〔旧世界ザル〕

カニクイザル (Ja)

がソネットモソキー

ア カゲザ ル (m)

タイワソザル (C)

ニ ホソザ ル (fu)

●2▲■4

1

●33

1

7

4

0

6

5

3

2

2
5

6

5r:

7

03

2

9

5

2

9

1

ブ タ オ ザ ル

べ ニ ガ オ ザ ル

(jTa)×(m) 混 血

(m)×(/a) /y
(C)×(fu) /y
マ ソ ト ヒ ヒ

バ クス モ l/キ ー

サ/:ソナ モ ソ キー 4

〔m 人 51'i]

チ ソ バ ソ t} -

24

1

1

1

6

3

5■ 4 16

1

1

2

0

9

4

5

8

3

8

1

9

2

51

●

1

3

1

2

■Hu

1

■相川U

4

1

2

2

3

4

1

142 37

糊加総計212

33 49
3+ 9+ 28 5+ 3+

13 2 10 352

減少総3f･ 96

書は検疫中に死亡のもの
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月18日～10月6日の間に主体をおいて行なわれたが,放

飼切についてはあらかじめ西洋シノミ,ク｡-バー等によ

る地上の放草化をはかった.施設場へニホソザルを放飼

してまもなくその一部が逃走するという事態が起こった

が,他方,自発的に群れに戻るものもあらわれて大事に

亙らずに収拾O原因は放飼場のコソク1)-ト製周壁の所

々にある蛇の継ぎ目部分と判明,至急この部分の補足工

叫を行なった｡なお,以上の移転にともない,従来本施

牧が占めていた研究本棟地階部は研究用ケージ室,ある

いはLJl化･:Itt研究部門用仮研究室などとして使用ないし予

定されることになった占

旧称47年肱におけるサルの変動状況の概要,ならびに

印鑑末時点 でのサルの保有状況は第1表の とおりであ

る｡また,使用経班の概要は第2愛のとおりであるo

防2衷 47年度サル施設経史概要

朝 日 金額(万円)

掴 む ケ ー ジ 代 481

艶的 グルーブケ - ジ代 90

野外グルーブケージ補修代

放別切 逃亡 防止用工郎

仙 晶 代

サ ル 代 ･エ サ 代

2

0

4

1

5

2

7

6

1

5

薬 品 ･消 耗 品 代 258

そ の 他 289

計 1,924

なお,年収後半に行なわれた上記の移臨 並びに施設

内の光火の推進に ともない,48年度用研究用サルとし

て,マカク (柑 こアカゲザル)を主とする約100 頭を消

耗班用可憶と予定し,諸準備を進めた｡また,47年7月

より,サル施設一同が世話人となってサル塚建設計画と

所艮ならびに共同研究員等所外有志の協力による建設基

金の茅‡金を逝め,年皮末までに10数万円に逢した.

研 究 概 要

1) 純子形成から見た盟長柄の進化

千 葉 敏 郎

rI一子形成の kineticsにおける諸閲見乱 特に精上皮の

cycleお上びwaveという観点から各笹サルについて観察

な行ない.そこから得られた成掛 こ基づいて霊長規の進

化な楯 する｡

2) サル柄の精子形成における季節的変動

千 葉 敏 郎

繁括季節を有するサル,例えはニホソザルにおける精

子形成に見られる季節的変動について,精上皮の cycle

および waveという観点から観察を進める｡

3) 各項霊長炉の温熱性代謝性反応の比較生理学的研究

登 金 串 宍

昨年度,4頭の雄の成熟ニホソザルと4頭の雄の成熟

カニクイザルの寒冷に暴霞したときの体温調節性反応の

比較をおこなった｡5℃ の環境下に褒指したとき,産熱

星は25●Cの環境下に較べ, ニホソザルは約2倍に増加

し,温熱平衡を保ったが,カニクイザルは1.6倍増加し

たが,体温は下降を綻け温熱平衡は失われた｡今年度は

バタスモソキー,バブ～ソ,アカゲザルについて同じよ

うな突放をおこなう｡また暑熱暴琵時の体温調節反応に

ついても研究を予定している｡

4) 温度適応の研究

竪 介 尋 宍

生理部門の研究概要参照｡

5) リスザルの日周期活動と明暗周期

生 食 尋 宍

昨年度の研究により,0.1ル ックス,10ルックス,100

ルックスの連続解明下でも1)ズムは持続し,周期が24時

間よりも長 くなるが,その周期は照度によっては形替な

受けないことがわかった.しかし,1日の活動皿は阿児

がますにつれて増加した｡今年度は明暗周期と1)ズムの

位相関係について観察をおこなう｡

6) ニホソザル雌月経周期に関する内分泌学的研兜

松 林 111 明

交尾期と非交尾期にわたり月経周期中のvaginalsmear

の細胞像と血清中 LH,progesteron,estrogen値の変nb

を調べている｡

7) ニホソザル雄の性機能に及ぼす物理的保定の彫坪

松 林 掃 明

ケージ飼育からモソキーチェア保定した後の精兆計

測,及び尿中 170HCS低 尿中 17KS値,血桁 ･血的
中軸機塩等の丘の変動について枚索している.

論 文

1) Tokura,H･andK.Matsubayashi(1972);Experi･

encesinthequarantineofimportedmonkeys.Exp.

AnimaLs(inpress).

2) Nakayama,T.,T.Hori,T.Nagasaka,H.Tokura

andE.Tadaki(1973):FebrileresponsesofJapanese

monkeystotyphoidendotoxin.AIZn.REAL.Re∫.

ZIZ∫E･EnvETOTZ･Med.,NagoJaUT血.20:ll-20.
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学 会 発 安

1) Absorptionoforally･administrated prostaglandin

E2andllterinecontractilityandtxxlytemperature

inmonkeys.

Osllima,冗.,M.Sasada,冗.Matsumoto,

K.IshiiandK.MatsubayLIShi

ThirdTnt.Symp.S∝.Psychoneuroend∝rinol.,

London(1972).

2) リスザルおよびヨザルの活動と休息のサーカディア

ソ1)ズムの位相調節におよはす光の形哲

琵倉尋宍･平井直樹

第73回日本獣医学会 (1972)

3) 1)スザルおよびヨザルのサーカディアソ1)ズムにお

よぽす附庇の形町

立介和実･平非厄樹

折49回日本生理学会 (1972)

4) 苑熱時の脳故と熱平衡

中山昭放･掴 哲郎 ･永坂鉄夫

後JTB純現 ･丑介尋宍･只木英子

卯49回日本生理学会 (1972)

5) 走査屯軌こよるマカク属frf子の比較研先

供野舌計･松林約明･大道 形

卯28回日本花子疎放鋭学会 (1972)

6) ニホソザル雄の尿中 17-OS皿と柿液中 fructose皿

の季節変動

松林柄明･松林仲子

卯74回日本株医学会 (1972)

7) 0.F<mの局所耐寒性

岡円守謬･丑介碍穴 ･近牒四郎

那26回日本人研学会日*民放学会迎食大会 (1972)

8) 打古温泉抑 寺の4租のD.F{仰の苑TT･反応の比校

正介碍災 ･杉山率^郎

那18回出理学中部談n･企 (1972)

9) E∝rine脱の ATPase活性

杉山串^郎･相田馳･狂介帝洪

卯18回生理学Et7m改試金 (1972)

10)温熱ストレスより見たニホソザルの生理的特Tt

中山昭雄･綱哲郎･丑介帝91

只木英子

卯17回ブ1)ll-テス研究会 (1973)

ll)老熟環境森田時のノミクスモソキーの発汗反応

登食尋宍･杉山率八郎

卯17回ブ1)マーチス研究会 (1973)

12)ニホソザルとカニクイザルの蒋給に対する生理的反

応

大沢 折･正介尋9!･岡田守彦

日付文夫 ･爪 文江

卯17匝lブt)マーチス研死金 (1973)

13)チソバソジーに上る郊Eiのfm明の瓜班行動(その2)

代崎m州･牧野俊夫

卯17回ブt)マーチス研死金 (1973)
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